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日 本 語 文 法 入 門 （第三版） 

――これから外国人に日本語を教えるボランティア教師のための―― 

                               2022年 10月 TIFA 土曜教室 

 

ボランティアとして外国人に日本語を教えるに当たり、役に立つであろう事柄を数回に分けて簡略に説

明します。比較すると分かりやすいので、文型などについては英語との対比で説明します。 

品詞などの文法用語ではこれまで学校で習って来た学校文法との対比で説明します。  

今後のご自身の学習のきっかけとなれば幸いです。 

 

【第１回】 文型 ＆ 日本語を教えるに当たっての考え方・ヒントについて 

英語では基本の５文型として右のように習いました。 

 

これに対し日本語の文型は、述語に注目して 

次の３つの文型に分類されています。  

 

 

この内、動詞文が最も複雑な内容を含んでいます。ですから文法的な説明も動詞を中心としたものにな

ります。 

 

英語ではＳ（主語）とＶ（動詞）が主要語で必須ですが、日本語は述語が中心、主要語で、述語を中心

に文章が構成されています。このような違いがさまざまな文法的違いを生み出し、それぞれの言語を特

徴付けています。その違いが、外国人が日本語を習得する時の障壁になっています。 

 

英文では主語が必須ですが、日本文では主語のない文章もあります。むしろない場合の方が多く、その

方が普通とも言えます。ある食堂の張り紙で「当店のご飯は日本のお米を使っています。」 

日本人として不自然な文章ではありませんが、文法的に見ると「この文章の主語は何？誰が使うの？ 

「は」は何？「桜が咲きました」の「が」とどう違うの？」というような疑問が湧いて来ますが、 

同様の疑問を外国人も持つのです。  

 

また英語などには助詞が無いため、外国人にとっては助詞を習得することが大変困難です。ですから助

詞の習得には根気良く、丁寧に対応して行くことが必要となります。 

 

このようなことから、初めに外国人に日本語を教えるに当たっての考え方、ヒントなどを記載して 

おきます。 
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外国人に日本語を教えるに当たっての考え方・ヒント 

 

 

 

一人前の日本語教師とは： 

① 日本語の知識を持ち 

② それを学習者に理解出来るように伝える技術を持ち 

③ 学んだ表現を使いこなせるように訓練する技術を持つ教師    （日本語の謎 p162 より） 

 

以  上 


